
日
常
に
支
障
が
出
る
病
気

　

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
で
脳
の
神
経
細
胞
の
働
き
方
が

変
化
し
、
記
憶
力
や
判
断
力
な
ど

の
認
知
機
能
が
低
下
す
る
こ
と

で
、
社
会
生
活
や
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
病
気
で
す
。　

認
知
症
の
症
状
は
大
き
く
２
つ

中
核
症
状
（
認
知
機
能
障
害
）

　

脳
の
働
き
の
低
下
に
よ
っ
て
起

こ
る
症
状

記
憶
障
害

新
し
い
こ
と
が
覚
え
に
く
く
な
る

見
当
識
障
害

日
時
や
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る

実
行
機
能
障
害

物
事
を
計
画
し
、
順
序
立
て
て
行

う
こ
と
が
難
し
く
な
る

失
語
・
失
認
識
・
失
行

人
や
物
が
分
か
ら
な
く
な
る　
　

周
辺
症
状
（
行
動
・
心
理
症
状
）

　

中
核
症
状
に
本
人
の
体
調
や
性

格
、
生
活
環
境
な
ど
が
影
響
し
て

現
れ
る
も
の

　

認
知
症
に
は
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
か
、
ま
た
認
知
症
の
一
歩
手
前
の

症
状
と
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

　認知症は長寿社会を生きる私たちにとって、誰も
がなりうる身近な病気です。「もしかして私も……」
と不安になることもあるかもしれませんが、過度に
恐れる必要はありません。医療の進歩で、今は病気
に早く気付き、進行を遅らせながら地域で共に生き
る時代へと変化しています。
　９月の認知症月間に合わせて、認知症についての
正しい知識や早期発見のポイント、地域のサポート
体制を紹介します。

問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係
（☎２２－２１１１　内線１２１１）

認知症支援のシンボルカラーであるオレンジ色に水の手橋を
ライトアップします。

地域で見守る応援者「認知症サポーター」になろう

　認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し認
知症の人やその家族を温かく見守り支援する人のこ
とです。市や市地域包括支援センターでは、同サポー
ター養成講座を定期的に開催しています。講座を受
けたい人、講座を開催したい事業者などは、市地域
包括支援センターにお問い合わせください。

養成講座の内容

講話
認知症の種類や症状、認知症の人への
対応方法、認知症の予防、認知症サポー
ターの役割など

グループ
ワーク

認知症への対応、どのような対応を心
掛けるかなど

問合せ　市地域包括支援センター（☎２４－９１９３）

認
知
症
に
な
る
前
の

「
Ｓ
Ｃ
Ｄ
」
と
「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
」

　
「
最
近
、
物
忘
れ
が
増
え
た
気

が
す
る
…
…
」。そ
ん
な
時
に
知
っ

て
お
き
た
い
の
が
、「
Ｓ
Ｃ
Ｄ
」

と
「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

Ｓ
Ｃ
Ｄ（
主
観
的
認
知
機
能
低
下
）

検
査
で
は
明
ら
か
な
認
知
機
能

の
低
下
が
確
認
さ
れ
ず
、
日
常
生

活
に
も
支
障
は
な
い
も
の
の
、
本

人
が
「
物
忘
れ
が
増
え
た
」「
考

え
る
の
に
時
間
が
か
か
る
」
と
感

じ
て
い
る
状
態
。

例
・
人
の
名
前
が
以
前
よ
り
す
ぐ
に

出
て
こ
な
く
な
っ
た
と
感
じ
る

・
約
束
を
思
い
出
す
ま
で
に
少
し

時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た

Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）

　

検
査
で
記
憶
力
や
判
断
力
な
ど

の
低
下
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

日
常
生
活
は
お
お
む
ね
自
立
し
て

い
て
、
認
知
症
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
態
。

例
・
薬
を
飲
ん
だ
か
ど
う
か
分
か
ら

な
く
な
る
こ
と
が
あ
る

・
同
じ
話
や
質
問
を
繰
り
返
す
こ

と
が
増
え
た

　

Ｓ
Ｃ
Ｄ
の
人
が
必
ず
Ｍ
Ｃ
Ｉ

へ
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
人
が
必
ず
認
知
症

へ
進
む
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

睡
眠
不
足
や
ス
ト
レ
ス
、
気
分
の

落
ち
込
み
、
薬
の
影
響
な
ど
に

よ
っ
て
、
一
時
的
に
物
忘
れ
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

早
期
の
気
付
き
が
大
切

　

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合

は
、「
年
齢
の
せ
い
」
と
決
め
つ

け
ず
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
や

市
の
相
談
窓
口
へ
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
早
く
気
付
き
、
適
切
な
医
療

や
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
本

人
や
そ
の
家
族
の
安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
。

○怒りっぽさ

○介護拒否

○異食

○徘
はいかい

徊など

行動症状

○不安・抑うつ

○幻覚・錯覚

○睡眠障害など

心理症状

　認知症を完全に防ぐ方法はありませんが、生活習慣病の管理や日ごろの健康づくりは、認知機能の維持にも役立
つと考えられています。

バランスの良い食
事を取る

人と交流する 生活リズムを整えて良
質な睡眠を心掛ける

適度に体を動かす 高血圧や糖尿病などの
病気を適切に治療する

※体力や持病には個人差があります。運動などを始めるときは無理をせず、必要に応じて医師に相談しましょう。

特集

認知症の日

９月21日は

タッチするだけ！
もの忘れチェック

仲間と楽しく脳を活性化！
脳いきいき教室

認知症を気軽に学べる
認知症コーナー

　カードゲームやパズルなどを使
い、頭や手を動かしながら楽しく
脳を活性化させる認知症予防教室
です

　市高齢者支援課（市役所１階
６番窓口）に設置しているタブ
レットで現在の認知機能を簡単に
チェックすることができます

　９月は、市図書館と市高齢者支
援課に認知症に関する本などの特
設コーナーを設置。気軽に認知症
を学ぶことができます

　市では、認知症予防のために手軽にできるタブレット診断や、楽しみながら脳の健康を保つ教室、認知症につい
て理解を深める展示などさまざまな取り組みを行っています。
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